
　

だ
れ
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き

が
い
を
も
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
一
人
ひ

と
り
が
、
思
い
や
り
や
助
け
合
い
の
心
を

は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
心
に
思
い
や
り
や
助
け
合
い

の
気
持
ち
を
培
い
、
将
来
の
地
域
活
動
の

拡
充
、
発
展
を
め
ざ
す
た
め
、
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
可

応
募
方
法
／
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー
も
し
く
は
、
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

応
募
書
式
は
各
窓
口
で
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
任
意
の
書
式
、
電

子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

標
語
の
テ
ー
マ
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
対
す
る
理
解
や
関
心
、
啓
発
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
、
ま
た
全

て
の
市
民
が
安
全
に
快
適
に
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
想
い

な
ど
。

募
集
期
限
／
12
月
26
日
（
金
）

※
優
秀
作
品
と
し
て
採
用
さ
れ
た
作
品
の

標
語
は
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
啓
発
品
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
っ
て
？

　

年
齢
、
性
別
、
こ
と
ば
の
理
解
度
、
障

が
い
や
病
気
の
あ
る
な
し
な
ど
に
関
わ

ら
ず
、
ま
た
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ
て
い

る
時
や
子
ど
も
を
連
れ
て
い
る
時
、
妊
娠

し
て
い
る
時
、
け
が
を
し
て
い
る
時
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
状
態
の
時
で
も
、
自
由
に
行

動
で
き
、
快
適
に
生
活
で
き
る
社
会
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
こ
う

し
た
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
も

の
や
ま
ち
を
だ

れ
に
と
っ
て
も
便

利
で
使
い
や
す
い

よ
う
に
、
は
じ
め

か
ら
考
え
て
計
画

し
、
実
施
す
る
こ

と
。
そ
し
て
、
そ

の
後
も
さ
ら
に
良

い
も
の
に
変
え
て

い
こ
う
と
い
う
考

え
方
で
す
。

広いスペースの駐車場がなぜ必要なのか。
想像してみてください。
　車いすマークの表示があり、他の駐車場より
スペースを広くとってある駐車場を見かけたこ
とはありませんか？
　この駐車場は、車への乗り降りの際にドアを
大きく開け、広いスペースが必要な車いす使用
者の方のために設置しています。

こんなことが起こっています。
　必要としな
い方が駐車し
て い る た め、
本当に必要な
車いす使用者
などが停める

ことができません。「ちょうど空いているから」
「ちょっとの時間だから」などといった配慮に
欠ける行為が迷惑行為となっています。

ちょっとの思いやりで、マナーある駐車を
心がけましょう。
　車いす使用者は、自
動車のドアを全開に
できるスペースがな
いと乗り降りができ
ないのです。
　車いすに乗ってい
ると車の陰になって、
他のドライバーから
見えにくくなるので、
安全の確保のために入り口近くに設置されてい
ます。
　この場所は、車いす使用者にとって、ここし
か自動車を停められない大事なスペースです。
　皆さんのご協力をお願いします。

問い合わせ・申し込み
ユニバーサルデザイン推進協議会事務局
（社会福祉課　健康福祉政策担当）
☎65-0700　FAX63-4085
koka253000@city.koka.shiga.jp

思
い
や
り
・
助
け
合
い
の
心
を
持
っ
て

〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
の
た
め
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
〜

　日頃、皆さんは鉄道を利用されていますか。今の草津線
のダイヤで満足ですか。
　草津線が複線化されると、増便が可能となり通勤・通学
が便利になることはもちろん、沿線地域の活性化による経
済波及効果も期待できます。
　複線化を現実のものとするためには草津線の乗客数を増
やしていくことが必要になります。
 具体的には
◎通勤や通学、出張や旅行の際は草津線を積極的に利用しよう。
◎定期券、回数券などは地元最寄り駅で購入しよう。
◎移動は自動車から鉄道へ代えて、より一層草津線を利用しよう。
　甲賀市も滋賀県と沿線市町で構成する滋賀県草津線複線
化促進期成同盟会（他の構成団体：滋賀県・草津市・栗東

市・湖南市・日野町・三重県伊賀市）に参画して草津線の
複線化をJR西日本に働きかけています。
 複線化の必要性は
　草津線が単線のままでは、今以上のダイヤ増便は困難な
状況です。また、草津線は他の路線に比べて駅間距離が長
く、電車の行き違い設備が少ないことから、草津線の利用
実態に応じて、電車の行き違い設備を設置して線路容量を
順次増やすなど、段階的に複線化をめざします。
　次号では、段階的整備についてお伝えする予定です。

「草津線の複線化」①

問い合わせ
企画政策課　交通政策担当
☎65-0672　FAX63-4554
滋賀県草津線複線化促進期成同盟会
（滋賀県土木交通部交通政策課内）
☎077-528-3681　FAX077-528-4837

広報あいこうか 2008.12.111


